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即時型食物アレルギーの年齢分布

アレルギー 65：942-946, 2016  より



アレルギー臨床型分類



即時型食物アレルギーの原因食物

アレルギー 65：942-946, 2016  より



即時型食物アレルギーの症状



即時型食物アレルギー
臓器別の症状出現頻度

アレルギー 65：942-946, 2016  より



即時型食物アレルギー新規発症の
年代別原因食物

アレルギー 65：942-946, 2016  より



小麦アレルギー

「グルテン
フリー」

食事療法

・小麦の抗原蛋白
→グルテン

・加熱や消化で安定
・基本は除去



甲殻類（エビ・カニ）アレルギー

エビアレルギー
≒カニアレルギー

抗原タンパク；
トロポミオシン

軟体動物もアレルギー症状がでるの？

5人に1人程度



魚アレルギー

魚を食べて、蕁麻疹がでた！
魚アレルギー？

魚アレルギー

急性ヒスタミン中毒 アニサキスアレルギー

・抗原タンパク：パルブアルブミン
・多くの魚にアレルギーがでる。
・加熱×
・高温高圧処理で低アレルゲン化

→ツナ缶○（個人差あり）

腸管アニサキス症



・幼虫 体長2～3cm
・主に海産魚介類の内臓にいる
・加熱しても発症する

<食べられるものは？>

海産魚介類×

川魚○（ヤマメ、イワナな
ど）

回遊魚×（鮭、ウナギなど）

養殖魚○

軟体動物－イカ×、タコ△

甲殻類－エビ△カニ△

アニサキスアレルギー



食物依存性運動誘発アナフィラシー
（food dependent exercise induced 

anaphylaxis；FDEIA）

 特定の食べ物を食べてから、数時間以内に
運動をするとアレルギー症状（口腔内違和感、
呼吸困難、腹痛、アナフィラキシー）を来す
疾患

10代と40代に発症ピーク

男性＞女性

有病率 0.21%



食べ物 症状なし

アレルギー症状＋ 運動食べ物

食物依存性運動誘発アナフィラシー
（FDEIA）

二次的要因
アスピリン、解熱鎮痛剤、アルコール
疲労、睡眠不足、ストレスなど

運動 症状なし



FDEIA～原因食物と発症時の運動



FDEIA～診断

詳しい問診→食事＋運動

被疑食品の検査

皮膚プリックテスト

抗原特異的IgE検査

誘発試験→原因食物の確定診断



FDEIA～生活指導

運動前には、原因食物を摂取しない

原因食物を摂取した場合→

食後最低２時間は運動を避ける

皮膚の違和感など前駆症状が出現した段階で安静、

投薬・医療機関に受診をする。

風邪薬や解熱鎮痛剤を服用した場合→運動を避ける

抗ヒスタミン薬やアドレナリン

自己注射薬（エピペン®）を携帯

する



ある特定の食べ物を摂取した直後に

口腔咽頭粘膜症状（喉、舌、唇のイガイガ感、
かゆみ、口唇腫脹など）が出現する、アレル
ギー疾患。

口腔アレルギー症候群
Oral allergy syndrome :OAS



花粉-食物アレルギー症候群
Pollen-food allergy syndrome ;PFAS

果物や野菜を食べると口腔内にアレルギー症状が
でる患者 →花粉症の患者が多い

花粉アレルゲンと果物・野菜アレルゲンが同定、

交差反応によってアレルギー症状がおこる



口腔アレルギー症候群の発症のしくみ



口腔アレルギー
≒花粉-食物アレルギー症候群



PFAS～診断

詳しい問診→被疑食品を推定

被疑食品の検査（皮膚プリックテスト）、

抗原特異的IgE検査

花粉アレルギーの有無→抗原特異的IgE検査



PFAS～生活指導

除去が基本。

加熱すれば食べられるものが多い.（桃✖）

抗ヒスタミン薬の服用で、症状が軽くなる場合も
ある

口腔症状がでた場合；

違和感程度→経過観察

口唇腫脹、発赤など→抗ヒスタミン薬

全身症状、アナフィラキシー→エピペン、受診
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（旧）茶のしずく石鹸を使用

→まぶたや唇の腫脹、小麦摂取後に
全身蕁麻疹、呼吸困難、アナフィ
ラキシーショックが出現。

2000～2500人に1人が発症。

経皮・経粘膜感作

加水分解コムギ含有石鹸による

小麦アレルギー

https://ameblo.jp/rik01194/image-11728602457-12779259307.html


コチニール色素（赤色着色料）

ラテックス‐フルーツ症候群

×

×

✖

✖

カイガラムシ→

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=&url=http://yaplog.jp/x46/archive/13&psig=AOvVaw39_vmFjrh1BjXaIdiOaVgX&ust=1519895176761923
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=&url=http://yaplog.jp/x46/archive/13&psig=AOvVaw39_vmFjrh1BjXaIdiOaVgX&ust=1519895176761923


Pork－Cat Syndrome

マダニ咬傷と牛肉アレルギー

×

×

✖

✖

✖

子持ちカレイ
α-Gal(糖鎖抗原）
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身の回りの環境からの暴露によって、食物
アレルギーを呈することがある

経皮・経粘膜感作による食物アレルギーの
なかには、皮膚からの暴露を経つことで、
食物アレルギーが改善することがある

アレルギーかしら？と感じたら、専門病院
へ相談をおすすめします

まとめ
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